
洲本市街地夜間周遊交通共同化事業について

～令和８年度第１回公共交通勉強会～

令和8年7月30日 洲本市役所 産業振興部 次長 兼 商工観光課長 河浪 祐一  
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自己紹介

名前：河浪 祐一(かわなみ ゆういち)

出身：大阪府 吹田市

今の仕事：洲本市役所 産業振興部 次長 兼 商工観光課長
前の仕事：近畿経済産業局 流通・サービス産業課 総括係長

→経済産業省からの出向で洲本市へ



きっかけ

実施概要

今後の展望
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もくじ

洲本市街地夜間周遊交通共同化事業

【洲本市街地夜間周遊交通共同化事業】
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きっかけ
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なのは

・淡路島の真ん中！

・人口は約４万人、総面積は182.38平方キロメートル

・東は大阪湾、西は播磨灘

→朝日も夕日も海からきれいに見える

・京阪神からの旅行者が多い(インバウンドは少なめ)

・市内には島内最大規模の宿泊地、洲本温泉街がある

洲本市は・・・

ナギィ

きっかけ：洲本市はこんなところ



洲本市内のエリア①：洲本市街地
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洲本城(三熊山)

大浜海水浴場 S BRICK

「海辺のあさいち・あさごはん」

「うみぞら映画祭」

きっかけ：洲本市はこんなところ



洲本市内のエリア②：洲本温泉街エリア
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洲本温泉街

しっとりなめらかな肌触りの湯

効能：疲労回復・冷え性・神経痛・健康増進など

きっかけ：洲本市はこんなところ



洲本市内のエリア③：五色エリア
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五色の夕日

洲本市五色町上堺から見る菜の花、桜

きっかけ：洲本市はこんなところ



洲本市内のエリア④：由良エリア

9成ヶ島展望台から見る淡路橋立

生石岬展望台から見る紀淡海峡と友ヶ島

昔ながらの活気ある漁師町

きっかけ：洲本市はこんなところ



【洲本市全域図】【淡路島全域図】

課題
✓各エリア間に距離があるが、
二次交通が脆弱であり、エリア間の移動が困難

きっかけ：洲本市はこんなところ

各エリアの位置関係

拡大 洲本バスセンタ－

五色バスセンタ－
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実施概要



実施概要(計画時)

（地域交通の現状・課題に関する分析）

現状・課題

洲本市中心市街地の賑わい創出に向けた地域周遊促進事業
淡路島地域公共交通活性化協議会

事業の基礎情報

実施主体 洲本市役所

事業実施地域 兵庫県 洲本市

共創の類型 官民共創 ・ 交通事業者間共創 ・ 他分野共創

他分野共創の類型 商業・農業 ・ 観光・まちづくり

共創パートナー
淡路交通株式会社、一般社団法人兵庫県タクシー協会淡路部会、洲本商工会議所、一般社団法人淡路島観光協会、
洲本旅館組合、洲本飲食組合、株式会社ドコモ・バイクシェア、株式会社MaaS Tech Japan

運行形態
①実証事業として運行する交通モード：観光シャトルバス（1台）、シェアサイクル（20台）
②道路運送法の許可区分：一般貸切旅客自動車運送事業

運行主体 淡路交通株式会社、一般社団法人兵庫県タクシー協会淡路部会、株式会社ドコモ・バイクシェア

運輸局・運輸支局への事前相談
・近畿運輸局交通政策部
・神戸運輸監理部兵庫陸運部

地域公共交通計画への位置づけ
（位置づけ予定を含む）

有（淡路島地域公共交通計画）

令和５・６年度共創事業におけ
る補助有無

無

・人口減少によるドライバー不足や高齢化、マイカーの普及により、地域公共交通の維持確保が喫緊の課題（島内の交通手段分担率：バス 2.5％）。

・観光需要の回復により、2023年の市内の入込観光客数は約120万人とコロナ前を上回る。更に今後は、大阪・関西万博や大阪IR開業、神戸空港等の

国際化により、マイカーを持たない首都圏や海外からの観光客の増大が見込まれ、地域を周遊するための二次交通の充実など受入環境整備が急務。

・市街地では泊食分離のニーズが高まり、温泉街と繁華街を結ぶ移動手段の確保が求められているが、深刻な運転手不足で夜間の公共交通も乏しい状況

にあり、自動運転技術など新たなテクノロジーの活用も視野に入れながら、他業種とも連携した交通事業者等の持続可能性を図る取組が必要。



実施概要
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実施概要
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11月～12月にはエリアを変えて、自動運転も実施。
※別の補助金を活用

→新しい地方経済・生活環境創生交付金
（第２世代交付金）（インフラ整備事業を除く。）



洲本市中心市街地の賑わい創出に向けた地域周遊促進事業

⚫ 交通空白となっている夜間の温泉街=繁華街間において、シャトルバスを試験的に計14日間運行。併せて、泊食分離の需要調査やア
プリによるバス予約・タクシー配車等の観光MaaS実証を実施。 さらに、市街地3か所に電動アシスト自転車20台を整備し、2か月間
シェアサイクルを実施。

（→計270人がシャトルバスを利用。新たな移動需要が創出されたほか、市街地飲食消費額も増加）

⚫ 次年度は、温泉街=繁華街間の夜間シャトルバス運行を継続し、需要・利用動向をさらに検証。 併せて、旅館送迎バスの有効活用や
横連携など持続可能な運行形態を検討し、地域の輸送資源を活用した交通空白の解消を目指す。（新規性：旅館との共同運行や
新ルートの追加・連携を検討中）

市街地周遊のイメージ

シャトルバス シェアサイクル

関係者メンバー 15

実施概要(実施後)



実施概要
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洲本市

タクシー
会社

議会

メディア

旅館組合観光協会

飲食業組合

国交省
（補助金）

調整がかなり大切！

とにかく関係者が多い！

そのため、合意形成に向けた、
働きかけ、説明などが重要！

特にタクシー会社は
シャトルバス運行が
売上の減少にも直結するため、
丁寧に事業の趣旨を説明。

地元バス
事業者

道路管理者
(県・市)

警察



今後の展望
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今後の展望：後継事業
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交通空白解消等リ・デザイン全面展開プロジェクト（共同化・協業化促進タイプ）へ引継ぎ

12月～翌1月



今後の展望：後継事業

19

事業主体が淡路交通(事業者)
に変更。

全額国費補助の事業

洲本市は主体ではなくなり、
連携・協力する立場で事業を
サポート。

市が関係者間で連携をとって
需要を掘り起こし、
自走に向けて整備。



今後の展望
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【市役所と洲本温泉街のホテル・旅館を往復】
ポイント

国交省事業「交通空白リデザインの共同・協業化促進タイプ」で採択

各旅館が持つ送迎用バスを活用し、淡路交通の運転士がバスを運行

共通データ形式であるGTFSも活用 →地域交通の柔軟化・レジリエンス機能の強化



今後の展望：国の方向性

国の方向性は？

※観光庁資料より抜粋

洲本市が
目指すところと
一致する部分も
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今後の展望：国の方向性

※観光庁資料より抜粋

インバウンドを
増やしていく！

国内旅行者、
アウトバウンドも
増やしていく！
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今後の展望：インバウンド対応

※観光庁資料より抜粋

リピーターを
増やして、

地方部へ誘客！

観光客にも
地域住民にも

よいまちづくり！
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今後の展望：こんな観点でも・・・

洲本市の課題＝ナイトエコノミーの活性化
課題１
淡路島最大の宿泊施設の集積地である洲本温泉街が
立地しているが、市街地まで距離があり、交通手段も乏しいので、
ホテル・旅館内で消費が完結する

“泊まるだけで帰る街”になっている

課題２
事業者間の連携不足により、面的な稼ぐ力が弱い

点では売れても面で稼げていない

課題３
持続的にナイトコンテンツを運営する仕組みが確立されていない

一過性で終わりがちな観光施策



目指す姿～計画で示す未来の洲本の夜のあり方～

夜が“消費を生む時間”になる

夜間においても観光客が回遊できるスポットが多くあり、飲食・体験・
宿泊が連動することで新たな消費機会を創出。夕食後の時間帯について
も「価値創出の時間帯」と位置づけられ、1人当たり消費額が純増。

年間を通して、 “洲本のナイトエコノミー”が持続・定着

季節やイベントに依存しない常設型のナイトコンテンツを整備し、年間
を通じた安定的な夜間需要が創出される。自然・食・体験・宿泊を組み
合わせた多様なプログラムにより、繁閑差を平準化し、継続的な来訪と
消費が行われる。一過性の取組ではなく、持続的な地域産業として、洲
本市のナイトエコノミーが海外からも注目される。

事業者同士が連携して街として“稼ぐ力”を発揮

飲食・宿泊・体験・交通等の事業者が連携し、相互送客やパッケージ化
により単独では生まれない需要と消費を創出。分野横断的な連携により
収益機会を最大化し、地域全体として“稼ぐ力”が備わっている。

今後の展望：こんな観点でも・・・



2030年には、夜間における自然・食・文化資源を活用した多様なナイトコンテンツが通年で提供され、観光客の回遊と滞在が促進されている。
また、飲食・宿泊・体験・交通事業者が連携したサービスの展開により、夜間の消費が安定的に創出され、地域全体で収益を生む産業構造が確立。
これにより、洲本市の“島のナイトエコノミー”というブランドが国内外に定着し、持続的に稼ぐ地場産業クラスターとして確立している。

2030年の到達イメージ

今後の展望：こんな観点でも・・・



最後にまとめると・・・

・公共交通整備(住民目線)と観光地整備(観光客目線)の両面で、
シャトルバス整備は重要！

・地域の交通事業者と組んで、需要の掘り起こし！

・自走を目標に最初は国費等も活用しながら、課題を掴み、
仮説を立て、やってみる！(その後、検証して再チャレンジ)

→国は補助金を有効活用してほしい。

視点：横展開できる取組かどうか(汎用性)。これまでにない取組かどうか(新規性)。
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ご清聴、ありがとうございました！
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